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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
近
づ
く

三
月
の
町
議
会
で
、
国
見
町
運
動
公
園
条
例
が
可
決
さ

れ
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
さ
ら
に

六
十
年
度
建
設
予
定
の
町
民
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
を
併
せ

て
上
野
台
の
町
有
地
一
帯
を
「
国
見
町
運
動
公
園
」
と
称

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
で

は

、
森
山

字
上

野
台
の

勤
労

者
体
育

セ

ン
タ

ー
わ
き

に
全
天

候
型

テ

ニ

ス
コ

ー
ト
四

面
の

建
般
を

進

め

て
き
ま

し

た
か

。
間

も

な
く
完

成
し

ま
す

。

テ

ニ
ス
コ

ー
ト

は
完

成
後
閲

も
な

く
使
用

を
開

始
し

ま
す

。（
有
料

で
す

）

使
用

の
方

法
は
次

の

と
お
り

で
す

。

一
、
使
用
申
し
込
み

五
名
以
上
の
団
体
か
コ
ー
ト
を
専

用
し
て
使
う
場
合
は
、
申
請
書
を
五

日
前
ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
同

所
に
あ
り
ま
す
口
個
人
使
用
の
場
合

は
、
口
頭
で
同
所

に
巾
し
込
み
く
だ

さ
い
。

二
、
使
用
時
間
な
ど

月
曜
日
（
月
曜
か
祝
日
の
と
き
は

そ
の
翌
日
）
と
年
末
年
始
（
％
Ｉ
％
）

は
休
み
で
す
．
使
用
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
日
没
ま
で
と
し
ま
す
。
夜
間

使
用
に
つ
い
て
は
、
照
明
施
設
建
般

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三
、
使
用
料

●
仰
人
使
用
の
場
合

大
人
一
人
、
一
時
間
で
百
円

高
校
生
以
下
は
五
十
円

●
専
用
使
用
の
鳩
合
（
五
名
以
上
の

団

体
）

一
面
二
時
間
で
千
円

な
お
、
夜
間
は
。
個
人
の
場
合
一

人
二
百
円
。
専
用
使
用
は
千
五
百
円

と
な
り
ま
す
。

●
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
に
使
用
前
ま
で
に
使
用

参
で
納
入
く
だ
さ
い
。
使
用
券
は
同

所
で
販
売
し
ま
す
。

●
町
の
共
催
事
業
や
後
援
な
ど
の
行

事
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
を
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

四
、
使
用
上
の
注
意

●
原
則
と
し
て
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル

は
、
個
人
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
原
則
と
し
て
は
き
物
は
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
と
し
ま
す
。

服
装
は
、
運
動
を
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
む
の
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
公
民
館
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
見
町

文
化
振
興
基
金
を
設
置

町
で

は
、

三
月

の
定

例
町
議

会
の

議
決
を

経
て

、
文

化
振

興
基
金

の
条

例

を
制

定
、
六

十

年
度

か
ら
積

立
を

闘

始
す

る
こ

と
に
し

ま

し
た
．

こ
の
基

金

は
、

町
民

の
文
化

活
動

か
自
主

的
に

、
活

発
に

推
進
さ

れ
る

よ

う
佃

人
ま

た
は

文
化
団

体
な

ど
の

活

動
を

援
助

．
奨

励
し

、
町
民

に
よ

る
自
由

で
創

造
的

な
．

特
色
あ

る
文

化

を
振

興
す

る
た

め
の
も

の
で
す

．

昨

年
六

月
、

町
の

文
化
団

体
連

絡
協

議

会

（
佐
藤

善
次

郎
会

長
）
か

ら
町

巖
会

に
・
請
願

か
提

出
さ

れ
・
る
な

ど
．

町

民
か

ら
も

般
置

が
望

ま
れ
て

い
た

と

こ
ろ

で
す
．

町
で

は
、
今

後

運
営

委
員
会

な
ど

の

機
関
で

、
効

率

の
よ

い
基
金

運
用

計

画
を

た
て

る
考
え

で
す

．
六

十
年

度

で
は

百
万
円

を
積

立

て
、
以

後
な

る
べ
く

短

い
期
間
で

基

金
を
充

実
さ

せ

、
そ

の
利

子
で

奨
励

事
業
を

早
め

に
開
始
す

る

つ
も

り
で
す

．

な
お

、
町

民
の
皆

さ

ん
、
そ

の
他

か

ら
の

指
定

寄
付

は
、

こ
の
基

金
に

綱

入
し
利

用

さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
．



春日神社の太々神楽など
７件が町指定文化財に

～３月１５日付で～

▲森山罵４ 号墳 ▲伊連政宗書状及び伊連晒宗判勧 ▲三常院木遠阿弥陀三尊立慟

▲石田田城跡 ▲旧奥州道中国見峠長坂跡 ▲半田銀山二階平鰮口跡

▲春日神社の太々神楽

①
三
常
院
木
造
阿
弥
陀
三
尊
立
像

（
有
形
文
化
財
・
彫
刻
）

藤
原
時
代
末
の
様
式
を
示
す
町
内

最
古
の
仏
像
で
、
一
木
彫
成
の
地
方

作
で

あ
る
。
阿
弥
陀
、
観
音
、
勢
至

の
三
尊
立
像
。
光
明
寺
三
常
院
蔵
。

②
伊
達
政
宗
書
状
及
び
伊
達
睛
宗
判

初
（
有
形
文
化
財
・
古
文
書
）

冨
塚
家
に
伝
わ
る
中
世
文
書
で
今

か
ら
四
百
年
以
ｈ
吋
の
中
世
の
責
重

な
資
科
で
。
各
‐‐。
通
ず
て

小
坂
、

冨
塚
弘
氏
蔵

③
森
山
第
四
号
墳
（
史
跡
）

森
由
宇

上

野
藁
師

、
長

栄
寺
の
裏

山
に
あ

る
森

山
占
墳

群
の

一
つ
で
直

催
約

二
（

‥－
‘の

円
喰

。
七
匣

紀
末

か

ら

八
匪
紀

前
半

の
む

の

。
直

刀
、
銀

環

な
ど

を
出
ｔ

し

。
現

在

石
室
上
郎

に
屋

哄

を
か
け

保
存
し

て

い
る

。
長

栄
寺

及

び
佐
久

開
成
ａ
ｆ
氏
所

有
地

。

④
半
田
鎧
山
二
階
平
絋
口
跡
（
史
跡
）

泉
田
字
二
階
平
地
内
に
あ
る
銀
山

鉱
口
で
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
早

田
伝
之
助
間
坑
。
桑
折
イ
国
見
を
涌

じ
て
現
存
す
る
唯
一
の
絋
口
で
あ
る

佐
藤
木
材
店
所
有
地
。

⑤
旧
奥
州
道
中
国
見
峠
長
坂
跡
（
史

跡
）

大

木
戸
字

長
坂

地
内

に
あ
る

占
代

か
ら

近
世

に
か
け

て
奥
羽

交
通

の
要

衝
の
地

で
天

険

と
し
て
著

名
な

岡
見

峠
長
坂

の
道

跡

‐‐‐
帯
。
芭

蕉
記

念
碑

外

二

つ
の

碑
か
あ

る
。

町
有
地

及
び

佐

藤

匸
阯
氏

所
有
地

。

⑥
石
毋
田
城
跡

〔
史
跡
〕

伊
達
氏
家
臣
石
母
田
氏
が
よ
っ
た

中
世
平
地
館
で
戦
国
時
代
の
伊
達
家

内
乱
時
に
は
主
君
を
し
ば
し
ば
迎
え

た
城
で
あ
る
、
中
世
城
館
跡
と
し
て

は
保
存
状
・況
が
よ
く
今
回
そ
の
内
堀

部
分
（
現
況
た
め
池
）
を
指
定
。
国

有
地
。

⑦
春
日
神
社
の
太
々
神
楽
（
無
形
民

俗
文
化
財
）

内
谷
存
Ｈ
神
社
に
伝
わ
る
太
々
神

楽
で
．
明
治
十
．五
年

匸

八
八
匸
）

奉
納
以
来
昭
和
．ニ
ト
三
年
ま
で
続
け

て
き
た
が
．
途
中
断
絶
し
、
昭
和
五

卜
匕
年
復
活
し
た
も
の
．
現
在
、
保

存
食
（
鴫
Ⅲ
安
藏
会
艮
）
を
結
成
し

傑
作
に
あ
た
っ
て
い
る
．



母子・寡婦福祉資金・世帯更生資金・貸付制度
※母子、寡婦福祉責金

母子家庭、事婦の方々に対して貸付 を行い経済的自 立を助け。生活意欲の助長を図り、児童の福祉を増進するため資金を貸付 る

制度です。（種販は別表）

※世帯更正資金
低所得世帯や身体障害者世帯l二対して、貸付る制度です。内容は母子寡妙福祉資金とほぽ同じです。

詳廴いことは、お近くの民生委員、または、役場福祉係へお尋ねください。

母子・寡婦福祉貸付金一覧表

資金の穫燻 � 便　　　　　 途 � 輿付最高覯度額 �据 ● 朋 筒 �儻 屬期 間 �利 畢
事冥開始賣食 �事業を開始するに際して必●な経費（設備費，材料賢等） �2(X) 万円 �鬢 付 後 １年間 �７ 年 Ｕ 内�年 ３ ％

亊賈耨綫輿金 �事業を継続していくために必輿な運転資金 � 嘱〕万円 �循愕後６ヵ月冊 �３年６ヵ月以内�年 ３ ％
修 学 臠金 �児重が高校．高専．大学に就学中の魯要経費 �別 麦 �卒實後６ヵ月間 �加 年 以 内�集 利 子

岐能習 得 資 金 �毋が事鬘を開始し
．または就屬するために必要な知識棧能を葷

樗するために必要な経貫 �
月 額　　14,ax)円 �朝岡満了餓6ヵ月鶇 �10年 以 内�年 ３ ％

修 業 冑 金 �兄 が事某を鵬地し
．または就輒するために必要な知諷岐能をll

するために必要な経費 �
月 根　　16,{XX)円 �朗周満了慢６ヵ月間 �５ 年 Ｕ 内�年 ３ ％

皿 珊
就職支度資金 �毋または児童が就輒するために直播必要な経費（被ji贊甘〉 �71),IX) 円 �縛 忖 後１ 年聞 �Ｓ 年 以 内�年 ３ ％
療 鬟黄 全 �毋または皃Iが医●を受けるのに必要な経費 �籌万円（特別25万円）�期畸満了後６ヵ月間 �５ 年 以 内�年 ３ ％

生 活 輿 金 �技能習得資金を倡受けて岐能習得している期間または療養資金、を烟受けて医療を賢けている期間中の生活維持に必要な鰻
費 �

月 ●　　7S,{Xx1円 � 養 資 金 ! 同 じ �鱗l黯孀�年 ３ ％

住 宅 躪童 �住宅の祷絛、保全．改築．墫築に必蓼な経費 �Ｓﾉ つ円tﾇﾐ 聶IXUﾉ] 円Ｊ�実付後６ヵ月圃 �６ 年 以 内�年 ３ ％

転 宅 実 全 �住宅を移転するために必要な住宅のl齠こ瘴し必妻な経費 �73, 廈)円 �臓付帯６ヵ月間 �３ 年 Ｕ 内�年 ３ ％

就学支度躪全 �児飆の学校への人事もしくは修笑施設への入所に必要な経費 �50.(別円から71),(XX)円 �卒業・暈業後　６ヵ月間 �
修 学20 年
(修業５年) �無 利 子

曷 婚 贇 盒 �扶攤する子が韜婚するために必薺な経費 �16 万円 � ６ヵ月 �５ 年 以 内�年 ３ ％

修学資金貰付最高限度額（月額）

一

般

回

り �

高 等 学 岐 �
国公立 �7 . 0

��仏立�18 . 网

�高等専門学筏�
国公立 �9.0a〕

��私立�19.0{X〕

�嶝畊大字 �
国公立 �18.0 圓

��私立�26.(X)0

�大　　　字 �
国公立 �18 ､ 0 圓

��私立�2?.(X)0

９

別

臓

付 �

高 等 学 校 �
国公霆�8.000

��私立�20.0〕

�高等専門学校�
国公立 �10.0 僕〕

��私立�21,0CX〕

�婦期大字 �
国公立 �20.000

��払立�28,(XX)

�大　　　学 �
魯公立 �20.0

��私立�四 .000

専

修

学

校 �

高 等 課 程
日Ｘ膏英会学

資鰆与ﾇl象のみ �

魯公立 �7,{χχ)

��私立�18.{X〕C

�専門課咥　日本育英会事

資簧与対象のみ �

国公立 �18.000

��私立�2S.0(X〕

�一般課程 �
Ｓ公立 �14.0{X

〕
��私ユ

身近にある野草・薬草

⑨

は　　こ　　べ

わ
か
国
各
地
に
よ
く
見
ら
れ
る
二

年
草
．
特
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
盛

ん
に
は
び
こ
り
ま
す
か
、
暖
か
い
日

だ
ま
り
な
ど
で
は
、
真
冬
で
も
花
を

つ
け
て
い
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
．

五
弁
の
白
い
花
弁
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
深
く
二
裂
す
る
の
で
、
あ
わ
て
る

と
十
弁
に
数
え
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
．

雌
し
べ
の
先
端
の
花
柱
が
三
裂
．
雄

し
べ
は

Ｉ
～
十
本
．
葉
は
茎
に
対
生

し
、
茎
の
一
側
に
軟
毛
が
生
え
て
い

ま
す
．

全
体
が
小
さ
く
．
茎
が
多
少
紫
褐

色
を
帯
び
た
も
の
を
コ
（

コ
ベ
と
し
、

食
用
、
薬
用
に
す
る
ふ
つ
う
大
型
の

ミ
ド
リ
（

コ
ベ
と
区
別
し
ま
す
か
、

同
じ
（

コ

ベ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
．

春
の
七
草
の
一
つ
で
す
か
、
正
月
の

七
草
が
ゆ
に
は
用

い
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
．

▼
薬
用
▲

£
嬰
な
と
き
に
入王
草
を
採
取
し
ま

す
．

’

歯
ぐ
き
の
出
血
・
歯
槽
膿
漏
の
予
防

に
　
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
な
ど
で

青
汁
を
と
り
、
油
け
の
な
い
フ
ラ
イ

パ
ン
で
食
塩
を
適
当
な
分
量
加
え
て
、

よ
く
乾
燥
さ
せ
、
緑
の
（

コ
ベ
塩
を

作
り
ま
す
．
指
先
に
つ
け
て
歯
を
み

が
き
ま
す
．

※
虫
垂
炎
に
（

コ
ベ
の
煎
汁
が
効
く
、

と
い
う
の
は`
信
用
で
き
ま
せ
ん
．

▼
食
用
▲

若
苗
は
株
ご
と
引
き
抜
い
て
根
を

捨
て
ま
す
．
枝
先
は
つ
め
で
ち
ぎ
れ

る
か
た
さ
の
と
こ
ろ
か
ら
つ
み
と
り

ま
す
．

料
理
　
ゆ
で
て
汁
の
実
、
あ
え
物
、

お
ひ
た
し
、
生
で
天

ぷ
ら
．
熟
岨
を

通
し
塩
を
振
り
、
漬
け
物
に
．

（
山

野
草
カ
ラ

ー
百

科
か

ら
）



ふるさとの文化財

⑩町指定有形文化財

沼田神社本殿の彫刻

菊　池　利　雄

江

戸

時

代

、

国

兄

の

幕

領

支

配

下

に

置

か

れ

た

村

々

か

ら

、

江

戸

へ

と

回

送

さ

れ

る

御

城

（

年

貢

）

米

の

、

津

出

し

で

賑

わ

っ

た

徳

江

川

岸

の

近

く

に

、

旧

徳

江

村

の

鎮

守

沼

田

神

杜

が

あ

る

。

寸
ｆ

ヒ

ル
ノ
ノ
亠
ｆ

ｔ
ｆ
チ
や
ヌ
ー

！

Ｉ
　

祭

神

は

大

日

霽

貴

（

天

照

大

神

）

で

、

由

緒

観

誚

の

来

歴

等

は

詳

か

で

な

い

。

ま

た

、

字

神

明

に

は

沼

田

神

社

の

境

外

末

社

と

し

て

の

神

明

社

が

あ

り

、

両

社

と

も

祭

神

は

同

じ

と

さ

れ

て

い

る

。（

伊

達

郡

誌

）

こ

の

神

明

社

は

、

天

文

二

十

二

年
　

（

一

五

五

一
’一

）

の

「

伊

達

時

宗

采

地

下

賜

録

」

に

み

ら

れ

る

「

徳

江

の

後

、

神

明

後

、

五

升

蒔

…

…

」

と

あ

る

、

守

屋

監

物

へ

の

加

忌

地

。

神

明

後

は

神

明

社

付

近

の

水

田

を

指

し

、

の

ち

社

は

現

在

地

に

移

さ

れ

て

沼

田

大

明

神

と

称

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。

本
殿

は

鍵
灰

岩
で

畳
ま

れ
た
土

壇

吐

枦
μ

冫

、
凝
灰

讌

‰

瀧
石

、

花

崗
岩

を
磨

い
て

ご

二
重

に
し

た
士

一

台

石
の

上

に
建

て
ら
れ

た
、
総

棒
造

り
の
正
面

四
尺

、
側
面

】‘一
尺

、
哨

睹
一

九
尺

。
正

面
中

央
の

間
だ

け
を
板
暃

阯
眤

他
の
三

面
は
板

壁
で

周
囲

に

回

緑
が

あ
る
。

正

面
の

噸
湧

の
前

に
は
階
段

が
設

け

ら
れ

。
主
肖
切

前
面

に
は
屋

根
を

葺

き
下

し

て
庇

と
し
、
二

本
の

九
柱

で
呟

粐
一
謡

Ｗ
ら

れ
て
お

り
、
主

壓

と

は
手

挟
で

契
ぎ
止

め
ら
れ

て

い
る

。

い
げた
　

老
舮１

柱

は
井

桁

（
斗

拱

）
訟

湖
叺

だ
土

台

の
上

に
建

っ
て
い

る
流
造

と
呼

ば
れ

る
建

築
様

式
で

あ

っ
て
、

全
体

が
方

一
二
間
の
吮

對

に
よ

っ
て
お

お
わ

れ
て

い
る
。

本

殿
の

板

壁
に
は

、
僑
教

の
故

事

を
優

れ
た

乎
法

に
よ

っ
て

、「
本

朝
二

四

考
」
を
題
材
と
し
た
彫

刻
が
あ
る
．

こ
の
彫
刻
の
作
考
は
、

本
噸
の
楝
札
が
発
見
さ
れ

て
い
な
い
現
在
．
硫
か
め

よ
う
が
な

い
が
．
地
元
の

伝
え
に
よ
れ
ば
、
近
世
の

中
頃
、
ヒ
方
よ
り
下
だ
っ

て
来
た
工
人
が
、
時
の
徳

江
付
の
名
主
で
あ
っ
た
本

多
家
に
逗
留
し
、
長
い
歳

月
を
か
け
て
剣
り
Ｌ
げ
ら

ｎ
た
と
い
わ
れ
る
．
ま
た
、

．
説
で
は
幕
末
期
に
、
今

は

焼
失

し
た

が
、

福

鳥
市
の

信
夫
山

に
あ
る

羽
黒

神
社
本

殿

の
彫
刻

を
刻

り
上

げ

た
名

仏
師

、
高

成
田
村

（
現

保
原

町

）
の

長
谷
川

霧

檎
安

長
の
作

と
も

い
わ
れ

る
が
明

ら
か
で

な

い
。

本
殿

前
の
拝

殿

に
は

。
慶

応
一
二
年

二

八

六
七

）
の

「
四

題
五
百

首
之

内
　

六

歌
攅

」
の
奉

額

が
あ

る
。
幕

末

期

に
こ
の

地
方
で

も

盛
行

を
み
た

俳

諧
歌

を
、

こ
の
村

の

十
俵

檎
に
住

む
南

文

探
（

長
作

）
の

一

族
、
南
武

佼

、
武

村
父
子

を

催
者

、
選

古
と
し

、

六

花
仙

に
囲

ん
だ
俳

諧

歌
師

の
男
女

肖

像
と

、
一
首

ず

つ
の

自
選

の
歌
が

咨
か
れ

て

い
る
。

昭

和
五

十
八

年
一
‘一
月

、
町
で

は
優

れ

た
美

術
品

で
あ

る
徳

江
沼
田

神
社

の

彫
刻

を
町

の
有
形

文

化
財

に
指
定

し

、
保

護

に
あ
た

っ
で

い

る
。

参
毒
文
献

圃
兄
町
史
一
・
四
眷
、伊
遣
郡
嬉

こ
ち
ら
一
一
九
番

通
報
は
あ
わ
て
ず
正
確
に

消
防
車
や
救
急
車
が
少
し
で
も
早

く
現
鳩
に
到
着
す
る
た
め
に
、
通

―
－
一
一
一
一

報
は
あ
わ
て
ず
正
確
に
し
ま
し
ょ

◆
「
火
事
で
す
」

卜
所

在

。。’Ｏ

Ｏ
町

Ｏ

Ｏ
番
地

の

Ｏ
Ｏ

で
す
。

口
目
標
・
：
Ｏ
Ｏ
小
学
校
の
先
の
南
側

約

○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
す
。

日
電
話
：
６

０
局
０
０
０
０
番
で
す
。

四
通
報
者
の
氏
名

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の
要

領
で
落
ち
着
い
て
話
し
て
く
だ
さ

い
『

◆
「
救
急
で
す
」

罔
病
気

。：
急

病
で

す
。

（

交
通

事
故
な

ど

）

口
場
所
・：

〇
（
｀
町

Ｏ
Ｏ
番

地
の
国

兄

太

郎
で

す
。

．日
目
標
・
：
Ｏ
Ｏ
中

学
校
の

北
隣

で
す

。

譱
傷

病
：
『
腹

痛
で

す
。

（
足

を
け

が
し
て

い
る
。）

囘
電

話

‘：
Ｏ
Ｏ

局
０

０
０

０
番
で

す
。

内
通
報
者
の
氏
名

＠

病
院
で
必
要
な
も
の
は
必
ず
用
意

し
て
く
だ
さ
い
．

冖
保
険
証

口
治
療
賢

・

φ
・
・

●
●
一

Ｉ

救
急

車
は

、
重

傷
の
人

や
重

病
の

一

ゆ

φ
－

崋
・

一
・

人

が
利
用
す

る

も
の
で

す
．

次
の

よ
う

な
と
き

の

、
救
急

車
の

使
用

は
や

め
ま
し

ょ
う

、

冖
緊
急
性
の
な
い
軽
い
け
が
や
病
気
。

］
単
な
る
酔
っ
ぱ
ら
い

口
正

常
な
る
「
お
産
」

道
路
を

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

消
防
車
や
救
急
車
が
見
え
た
り
、

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
道
路
を

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
。・
　

。

み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ

か
い
が
被
害
詢
軽
減
と
傷
病
者
の
救

命
に
つ
な
が
り
ま
す
。



五
月
一
日
は

「
商

業

統
計
調

査
」

実

施
の
日

で

す

卸
売
業
、
小
売
業
を
営
ん
で

い
る

商
店
の
皆
さ
ん
、
通
商
産
業
省
で
は

昭
和
六
十
年
五
月
一
日
現
在
で
商
業

統
計
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
．

商
業
統
針
飼
査
は
、
全
国
の
卸
売

業
、
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て

の
商
店
を
対
象
と
す
る
調
査
で
、
我

が
国
の
商
店
の
販
売
活
助
の
実
態
や

分
布
状
況
、
商
品
の
全
国
的
な
流
通

状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
．
い
わ
ば
『
商
業
の
国

勢
調
査
』
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
調

査
で
す
．

調
査
の
対
象
と
な
る
商
店
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

な
お
、
調
査
員
は
次
の
八
名
の
方

で
す
．

佐
藤
俊
雄
．
赤
坂
斎
．
羽
観
田
孝
司
、

谷
津
富
夫
、
阿
部
重
男
、
佐
久
間
正
、

佐
藤
長
寿
、
佐
久
間
靖
明

東
北
電
力
か
ら

※
お
子
さ
ま
の
遊
び
に

ご
注
童
を
!
!

電
柱
や
鉄
塔
に
の
ぽ
っ
た
り
。
発

電
所
や
変
電
所
の
構
内
に
入
っ
て
遊

ぶ
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す
。

高
い
電
圧
で
す
か
ら
。
竃
線
や
機

器
に
近
づ
い
た
だ
け
で
、
感
電
し
て

死
傷
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ま
が
危
険
な
場
所
で
遊
ば

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

引っ越しは、まず電話から
電 話工事は 。予約制です。

引っ越しの 日か きまりましたら

お早めに

電 話局へお申し込みください。

福島電報電話局
●お 閠い合 わせは

大町営業窓口四2  3 - 2 0 0 0
花園営業寥口2  0 0 0

あ
な
た
の
土
地
は

ハ
ウ
・
マ
ッ
チ
？

地
価
公

示

を
活

用
し

ま

し

よ
う

十
一
地
の

売
り

買
い

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い

。
よ
く
知
ら
ず
に
、
鳥
い
値
段
で

Ｌ
地
を
買
っ
て
し
ま
・
だ
″
‥

‘

あ
ら
か
じ
め
土
地
の
値
段
を
知
っ

て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
土
地

の
値
段
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。

Ｌ
地
の
値
段
は
、
街
の
不
動
産
屋

さ
ん
、
あ
る
い
は
知
人
な
ど
か
ら
間

く
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
が
、
ち

ょ

。
と
時
っ
て
く
だ
さ
い
。

一

φ
－
一
－
一

晋
一

そ
の
前
に
、
売
り
１

に
も
買
い
手

い
一

泰
◆
一
一

Ｉ
一

Ｉ

に
も
片
寄
ら
な
い
価
柵
（
正
常
価
格
）

を
知
る
こ
と
は
、
も
っ
と
大
切
な
こ

と
ｒ

す
。

ご
存
じ
で
す
か

地
価
公
示

こ
の
卍

常
価

格
は

。
国
Ｌ

斤

の
ｋ

地
鑑
定
委

八
会

が
毎

年
四
月

初

め

に

莚

ぷ
す

る
地
価

公
示

に
よ

っ
て

知
る

こ

と
が
で

き

る
の
で

す
。

地

価
公
小

と
は

、
み

な
さ
ん

が
ｈ

地
を

売
以
す

る
際

の
日

安
｛
指

標
｝

に
な

る
こ
と

を
日
的

と
し

て
、

輜
が

鑑
定
委
‥‥い
会

が
、
晦

年
令
川

の

標
準

的
な
Ｌ

地
を

選
ん
で

卍
常

価
格

を
調

介
し
、

こ
れ

を

。
般

に
知

ら
せ

る
こ

と
を

い
い
ま
す

。

役
場
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

地
価

公
示
価

格

は
、
今

年
は
四

幻

．
．
目
の

竹
報
で

公
示

さ

れ
ま
す

が
、

令
川
の

川
斤
．

小
町
村

役
場

．
出

張

所

な

ど
に
行

け
ば
だ

れ
で

も
筒
叭

に

ご
覧

に
な
れ
ま

す
．

「

地
価
公
小

価
桁

を
教

え
て

く
だ

さ

い
」

の

．
・．‐‥
で

令

閥
の

地
価
を

知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

地
価
公
示
を

活
用
し
ま
し
よ
う

地
価
公
示
価
格
を
知
れ
ば
、
土
地

を
売
っ
た
り
。
買
っ
た
り
す
る
と
き

に
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
価

公
示
価
格
は
、
ａ

つ
て
み
れ
ば
正
し

い
地
価
の

。
モ
ノ
サ
シ
・

で
す
。
こ

れ
を
人
い
に
活
川
し
た
い
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
目
が地

価

を
監
視

地
価
を
女
定
し
た
も
の
に
す
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
よ
う

か
、
そ
れ
に
は
み
な
さ
ん
が
地
価
に

つ
い
て
の
止
し
い
認
識
を
持
つ
こ
と

で
す
。

す
な
わ
ち
、
あ
な
た
の
目
が
地
価

を
監
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

叫
月
は
地
価
公
示
響
及
月
間
で
す
。

こ
の
川
間
中
に
は
。
社
団
法
人
・

日
本
不
動
産
鑑
定
協
全
が
、
県
庁
所

在
地
な
ど
で
ｔ

地
の
評
価
な
ど
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
仝
を
行
い
ま
す
。

Ｌ
地
の
価
格
を
知
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（

江
）
Ｌ
地
鑑
定
委
員
会
の
委
員

は
、
衆
参
両
院
の
同
意
を
得
て
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。

柮

４

会

刀

Ｈ

畤

・

４

．吮

に

つ

い

て

は

．

助

Ｕ

本

不

助

４

鑑

定

鵬

会

ま

で

お

問

い
（

‥
わ

せ

く

た

さ

い
．

｛

毟

ぶ

ｙ

Ｏ

こ
７

跼
‥
三

川
－

二

三

Ｃ

一



善

意

の

窓

森
江
野
小
学
校
に

佐
藤
賢
二
さ
ん
（
徳
江
北
）
か
ら

五
万
円
－

故
筋
七
さ
ん
の
ご
遺
志

陏

部

敏
雄

さ
ん

（
第

こ

か
ら

排
水

パ
イ

プ

（
水
道

、
乎

洗

い
鳩

外
側

の
排

水

）（
取
付

け
Ｔ
‘事
を

含

む

一
式

）

小
坂
小
学
校
に

菅
野
喜
一
さ
ん
（
内
谷
東
）

児
童
図
書
（
五
万
円
相
当
）
１
米

爵
祝
と
し
て

人
口
動
態
調
査
に

ご
協
力
を

厚
生
省
で
は
、
人
口
動
態
調
査
を

毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
．
こ
の
調
査

は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、
死
亡
．
死

一

、
婚
姻
．
離
婚
の
各
届
書
を
も
と

に
、
人
口
の
動
き
を
調
べ
る
も
の
で

す
か
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
だ

け
は
．
そ
こ
に
職
業
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業

名
も
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉

の
向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
．
今
年

は
国
勢
調
査
の
年
に
当
た
る
た
め
、

記
人
に
つ
い
て

ご
面
倒
を
お
か
け
し

ま
す
が
．
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

調
査
方
法
、
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
調
査
期

間
》

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
川

《
調
査
対

象
者
》

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婦
姻
・
離

婚
届
を
出
さ
れ
る
方
々
．

《
調

査
方
法
）

各
屈
書
を
出
す
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
職
築
名
は
具
体
的
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
「
会
社
員
」
の

方
は
一
般
事
務
貝
、
設
計
技
師
と
い

う
よ
う
に
、
『
工
員
』
の
方
は
一
般

事
務
員
、
自
助
車
整
備
士
と
い
う
よ

う
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建

設
業
。
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
産
業

名
し
併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

戸籍の窓口
（ ２月受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　傑 縵 者　　部 落

千 広{ち ひ ろ}菊地 富男　第　 十

幸　治(こ う じ)笠松　金次　山　 根

章　太(し ふうた)仲野　章一　泉 田 中

祐　太(ゆ う た)岡崎　 長市　 大 町 南

晃　 刪こ ういら)斎藤　政利　宮 町 南

浩　太(こ う た)鈴木　和推　貝　 田

咄　萋(あ き な)横山　勝也　鳥　 取

ご結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　　 部 落

斎 藤　　 昭　　　　　 町　 東

斉 藤　美枝子　　　　　 桑 折 町

佐久間　 正　則　　　　　 第 一|一一

八木沼 洋 子　　　　 郡 山 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　　 部 落

佐 藤 冨　次　　80　　 第　　三

遠 藤 サ　ノ　　83　　 光明 寺

野 崎 善 一　　S6　　 叭 十 二

古　山　博　子　　49　　 耕　 谷

東 城 銀 助　　83　　 大町 北

３月17日オープン

科学万博つくば'85 E Ｘ Ｐ Ｏ ゛85

一 一

コスモ星 丸

『人間・居住・環境と科学技術』をテーマ

に、茨 城県・筑渡研究学圜 都市で開かれます。

閼催期聞は。昭和60 年３月17日から９月16 日

までの半年間。

入場科は、 右のとおりです。

入場料金
大人,･･ 2 .1 円（渦23 廛以上）

中人･･･】 .48円（満15 歳以上

23歳禾漓）

小人…　7 關円（滴 ４鑞ａ 上

15歳未満）

人口 と世 帯
３月１日現在(前月比)２月中のうごき

人
　
　
口

男5.  7 人（±0 ）

女6  76 人｛－ｌ｝

計12.0 人（－Ｉ）

世帯畝2.870 戸（土Ｏ）

転 入　14人

転 出　17人

出　生　７人

死 亡　５人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役場 二 階 相 脯 童［●稠人1］からlj人り下さい）

暗 闘 ： ９畤 ～12 畤

こまったことや、相脯ごとがありましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘竃 は絶対l二守ります。
( 相鮫員)

３月25日（月）遠藤 喜市・山内　聴子

４月５日（金）菅野 賛郎・牧野 容子

４月15 日 (月）樋口　清三・集瀬　貞子

３月 弥生（やよい）

日 ( 月）藤田幼 稚園修了式

森江野幼稚園修了式

1 日 ( 木）春分の日

23日（土） 各小学枚卒業式

日 ( 月）.藤田保青所修了炙

４月 卯月（うづき）

５日（金）藤Ｉ 保育所入所式

６日（土） 各小学枚入学式

県北中学 校入掌式

８Ｂ（月）藤田幼稚園入園式

森江舒幼狠園入園式



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館
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青
春
ぐ
ら
ふ
て
ー

―
俺
た
ち
の
生
き
た
時
間
ｌ

青
年
教
窒
の
「
胥
春
祭
」
は
二
月

二
十
四
日
（
日
）
、
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

開
演
に
先
立
ち
、
い
ろ
ん
な
仮
装

を
し
た
美
男
美
女
？
が
、
Ｐ
Ｒ
を
し

な
が
ら
町
内
粂
練
り
歩
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
に
も

か
か
わ
ら
ず
約
一
一
百
人
が
米
鳩
。
フ

ィ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
五
対
瓦
で
開

幕
し
、
全
員
参
加
に
よ
る
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
や
も
ち
つ
き
人
会
、
午
後
か

ら
は

、
教
室

生
に
よ

る

バ
ン

ド
演
奏

や
舞
踊

、
刷

、
コ

ン
ト
な

ど
を

発
表

し
ま
し

た
。

会
場

に
は
ア

フ
リ

カ
飢

餓
叙
済

の

た
め
の
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー

バ
ザ
ー

、
軽

食

・
喫
茶

、
教
室

紹
介

な
ど

の

各
コ

ー
ナ
ー

が
・設
け

ら
れ
、

盛

り
だ

く
さ

ん
の
内
容

に
み

な
さ

ん
楽
し

い
一
口

を

過
ご
し

ま
し

た
。

な
お
、

バ
ザ

ー
コ

ー
ナ

ー
の
収
益

金

。二
万
四
千

八
百

六
十
円

は
こ
一
月
一
‘一

日

飢
餓
救
済

幕
金

に
寄
付

し

ま
し

た
。

み

な
さ

ん
ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご

ざ

い
ま
し
た

。

日
本
民
話
の
会

三
十

日

か

ら
調

査

昨

年
よ

り
、

町
教

育
委
口

会

に
、
申

し
入

れ
の

あ

っ
た
、
口

本
民

話
の

会

に

よ

る
国
見

町

全
域
を

対
象

と
し

た
．
民

話

の
き

き
と
り

調
査

が
、

来
る
．
．．リ

ュ

ト

．一
日

か
ら
四

日
間

に

わ
た

っ
て

行

わ

れ
ま
す
．

き

き
と
り

調
査
な

ど

と
．
．‥
い
ま
す

と

大

変
堅

苦
し

い
よ
う

で
す

が
、
そ

う
で

は
な
く
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
知

り

Ｃ

い
る
話
、
ざ
っ
と
む
か
’‐：

へ
で
な

し
ぱ
な
し
・
ば
か
話
・
と
ん
ち
話
を
・
は

じ
め
、
小
さ
い
時
の
遊
び
の
話
、
初
め

て
電
気
や
電
話
が
つ

い
た
叫
の
話
、
珍

談
奇
酸
な
ど
を
、
こ
の
土
地
の
、
ふ
だ

ん
話
す
３
葉
で
話
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

話
せ
と
言
わ
れ
て
も
、
な
か
な
か
す

ぐ
に
す
ら
す
ら
話
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
よ
う
に

筋
道
立
て
て
話
す
必
要
は
決
し
て
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
使

っ
て
い
る
国
見
言

襲
が
貴
重
な
の
で
す
し
。
そ
こ
に
。
ど

の
く
ら
い
遠
い
地
方

と
共
通
の
話
が
あ

る
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
こ
と
な
の

で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
話
で
も
、
例
え

ば
、
不
思
議
な
話
、
経
験
談
、
ど
ぶ
ろ

く
作
り
の
話
な
ど
で
も
而
白

い
と
思

い

ま
す
。
お
茶
飲
み
話
の
よ
う
な
気
持
で

ぜ
ひ
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
と
思

い

ま
す
。
な
お
、
・お
年
寄
り
に
限
ら
ず
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

▲フィナーレを飾った教室生全咼での合唱

▲阿留ツルノさんから話しを聞く

文

化
団

体
紹

介

国
見
町
茶
道
ク
ラ
ブ

会
長
　
奥
山
シ
マ

私
た
ち
の
ク
ーフ
ブ
は
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
落
成
と
同
時
に
公
民
館
活
動
の

‐‐
環
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
の
公
民
館
主
事
さ
ん
の
お
冊

折
り
で
、
福
島
市
瀬
上
町
、
裏
千
家

茶
道
教
授
こ
一
瓶
宗
雲
先
生
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
以
来
今
日
に
い
た
る
ま

で
十
一
一
年
有
余
ご
指
導
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

発
足
当
時
か
ら
今
口
に
な
る
ま
で

会
只
の
出
入
は
数
々
あ
り
ま
し
た
が
。

現
在
は
十
名
、
年
令
層
は
四
、
五
、

六
卜
代
の
お
忙
し
い
家
庭
の
主
婦
た

ら
で
す
が
月
こ
回
、
第
二
・
第
四
の

木
曜
日
を
、
お
け
い
古
に
あ

て
て
い

ま
す
。
当
日
の
半
日
は
、
忙
中
閑
あ

り
と
い
う
嘔
が
あ
り
ま
す
が
緊
張
に

ひ
た
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

和
敬
清
寂
、
千
利
休
師
匠
の
お
茶

の
心
・
こ
と
ぱ
に
従
い
三
瓶
先
生
の

お
人
柄
に
頼
り
、
ひ
た
す
ら
お
け
い

古
を
続
け
て
お
り
ま
す
も
の
の
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
畏

い
間
、
ご
指

導

い
た
だ
き
ま
し
た

先
生
へ
の
お
返
し
は
、
茶
の
心
を
良

く
学
び
、
御
手
前
の
形
・
す
が
た
な

ど
早
く
わ
が
も
の
と
し
て
会
溽
す
る

事
だ
と
心
撈
け
て

Ｉ
同
け
い
古
に
哨

進
し
て
居
り
ま
す
。

会
費
　
月
二
五
〇
〇
円

鳩
所
　
公
民
館

時
間
　
夏
期
十
二
時
半
～
四
時
迄

冬
期
十
一
時
！

一
時
半
迄

け
い
古
日
　
毎
月
第
二
第
四
木
曜
、

ク
ラ
ブ
の
年
中
行
事
、
そ
の
他

『

新
年
の
初
釜

一
、
ト

ー
冂
ろ
開
き

『

十
一
月
町
文
化
祭
に
参
加

べ

十
二
月
茶
せ
ん
供
養

そ
の
他
、
淡
交
会
福
鳥
支
部
茶
会
出

席



第
三
回
郡
内
一
周

駅

伝

競

走

玉

手
正

子

さ

ん

女
子
区

間

賞

伊
達
地
方
体
育
協
会
、
伊
達
地
方

各
町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
三
回
郡

内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
、
三
月
三

日
飯
野
町
役
場
前
九
時
ス
タ
ー
ト
で

保
原
町
ゴ
ー
ル
の
伊
達
九
町
十
二
区

間
、
五
十
六
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
纎
成
は
一
般
の
部
、
中

学
生
の
部
と
も
そ
れ
ぞ
れ
十
二
名
、

一
般
の
部
は
内
女
子
一
名
。
四
十

以
上
一
名
を
含
め
る
規
則
で
行
わ
れ
。

一
般
十
一
チ
ー
ム
。
中
掌
四
チ

ー
ム

が
早
春
の
伊
建
路
を
力
走
、
梁
川
町

か
ら
徳
江
大
橋
を
被
り
国
兄
入
り
。

町
民
の
暖
か

い
声
援
を
受
け
て

い
ま

し
た
。

国
見
チ
ー
ム
は
昨
年
十
一
月
町
内

一
周

駅
伝

競
走

大
会

で
優

勝
し

た
大

木
戸
チ

ー

ム
を
主
体

に

各

地

区
か

ら
選
抜

さ
れ
た

選
手

（
一
区
岩

城

勉
、

二

区

青
木
功

、

一
二
区

高

野
照
夫

、

四
区

松
浦

敏
、

五
区

後
藤

汞
、

六
区
阿
部
松
次
、
七
区
斎
簾
洋
二
、

八
区
松
浦
泰
平
、
九
区
小
林
平
一
二
、

十
区
高
村
義
孝
、
十
一
区
斎
藤
松
男
、

十
二
区
玉

手
正

子
の
各
選
手
）
で

編
成
、
町
代
表
チ

ー
ム
と
し
て
大
い

に
健
闘
し
、
最
柊
の
女
子
区
間
で
は

玉
手
正
子

さ
ん
が
区
間
新
記
録
で
ゴ

ー
ル
、
総
合
時
間
は
“一
時
間
二
十
五

分
五
十
七
秒
で
し
た
。
選
手
の
方
々

大
変
御
苦
労
様
で
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位

川
俣
町
Ａ
　
３
時
間
1
0分
2
9杪

二
位

保
原
陸
協

３
時
間
1
2分
3
1秒

三
位

梁
川
Ａ
　

３
時
間
1
3分
3
1秒

四
位
　
伊
樓
蔆
食
　
３
時
間
1
9分
2
7杪

五
位

窓
山
町
　

３
時
間
諄
分
3
6秒

六
位

国
見
町
　

３
時
聞
2
5分
5
7秒

七
位

桑
折
町
　

３
時
間
2
6分
4
1秒

八
位

飯
野
町
　

３
時
間
2
9分
2
8秒

九
位

梁
川
Ｂ
　

３
時
間
3
1分
4
9秒

十
位

月
舘
町
　

３
時
間
3
5分
5
3秒

十
一
位

川
俣
町
Ｂ
　
３
時
間
4
6分
９
秒

スポーツで健康づくりを!!
スポーツ傷害保険（賠責付）

59 年度スポーツ傷書保険 の有効期限 が３月31 日までとなっていますので更 析（新規）加

人 手続きをお願いいたします。

●10人以上（原則）のグループで加入できます。

●１人当り年額350円～040 円（第一種で活動内容による）です。

●適用の範囲

・団体の管理化の活動中の事故　　・通常の経路往復中の事故

●保険の有効期間

・毎年４月１日～翌年３月31日まで

●その他くわしいことは公民館へ

保険料と保険金額・てん補限度額 被保険者１名につ き下記の通りです。

区 分
保険 料
(年間)

鵬 書 保 険 の 保 険 金 麟 陪喰責任保険のてん補限度麟

r:冫 ｒ゙ 贏 入院保険愈
日　　 額

通院傑険翕
日　　 飯

身 体 賠 償
１事故につき

財 物 賠 償
１事故につき

第
一

種

Ａ 350円

28 ･万円 3 円 1,(X)o円 5. 万円

('t瑟111)

100万円

('t瑟11)

Ｂ 420円

Ｃ l. 儷 0円

篇

一一

種

Ａ 18. 0円

Ｂ 4.300円

Ｃ l. 570円

（注１）１名につき２口以上の加入はで ●ません。
（注２）中途からこの保険に加入する場合も上記の保険科を適用します。

町
民
学
校

料
理
教
室
閉
講

”四
季
折
々
の
料
理
を
食
卓
に
”

と
い
う
こ
と
で
、
七
月

か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
料
理
教
室
も
三
月
二
日
で
閉

講
し
ま
し
た
。

月
一
回
、
第
一
土
曜
口
の
午
後
、

公
民
館
で
、
講
師
に
樋
ロ
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
樋
口
和
賀
子
先
生
を

迎
え
て
、
九
回
実
施
し
ま
し
た
。

身
近
な
材
料
で
、
し
か
も
栄
養
的

に
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
お
や
つ

や
季
節
感
あ
ふ
れ
る
お
惣
菜
。
二
十

五
名
の
受
講
生
は
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
も
増
え
、
家
族
に
も
喜
ば
れ
。

大
変
好
評
で
し
た
。

Ａ地元の期待をになって（国見中継点）

来
た
れ
!
!
若
者

サ

ー
ク

ル
ぼ

け

っ
と

『
サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
』
は
、
レ

ク
リ
エ
り
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
老
た
ち
が
活
助
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

レ
ク
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
レ

ク
ソ
ン
グ
な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

・
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

午
後
七
時
半
～
九
時
半

・

場

所

町
公

民
館

（
相
談

室

）

・
会

費

年
二

千
円

・
連
絡
先

佐

膝
和
夫
　
（

干
見

七一

遠

藤
豊
和
　
（

｀
亠一
＝
一

県
北

ク
ラ

ブ

部
員

募

集

バ

レ
ー

ポ
ー
ル

の
好

き
な

青
年
男

’

女
緒

君
、

あ
な

た
の
青
春

を

バ
レ

ー
・

ボ

ー
ル

に
ぶ
っ

つ
け
て

み

ま
せ
ん

か
Ｊ

や

る
気

の
あ

る
人
大

歓
迎
で

す

。
‐‐

対

象

青
年
男
女
（
高
校
生
以
上

の
学
生
も
可
）

練
留
日

毎
週
二
回
（
水
土
曜
日
）

場
　
所

水
曜
日
（
町
民
体
育
館
）

土
曜
日
（
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
）

時
　
間

午
後
七
時
半
～
九
時
半

僉
　

贊

年
間
五
千
円
（
協
会
登
録

料
・
傷
害
保
険
料
含
む
）

連

絡

先

樋
口

典
雄

酋（

－`

四一
畳



安
産

祈
り

「

山

の

神

講

」

西
大
枝
の
原
町
地
区
で
は
、
い
ま

も
な
お
先
祖
伝
来
の
女
性
だ
け
に
よ

る
山
の
神
講
か
毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

二
月
十
日
午
前
十
一
時
か
ら
原
町

集
会
所
に
、
十
七
人
の
お
嫁
さ
ん
か

集
ま
り
、
宿
に
当

た
っ
て
い
る
小
林

ヨ
ネ
さ
ん
が
ロ
ー
ソ
ク
に
灯
を
と
も

し
。
み
ん
な
で
山
の
神
に
こ
と
し
の

安
産
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
譲
に
珈
わ

’『
た
川
判
洪
孑
さ
λ
ヵ

紹

介
さ
れ
、
そ
の
後
は
昼
食
を
食
べ

な
が
ら
楽
し
く
語
・
て

い
ま
し
た
‘

こ
の
購
は
、
原
町
地
区
に
や
っ
て

き
た
お
嫁
さ
ん
の
女
産
を
み
ん
な
で

折
り
、
親
睦
を
深
め
る
む
の
で
、
十

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
宿
に
当
た
・
た

人
の
家
を
会
場
と
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
か
、
集
会
所
か
出
来
て
か
ら
は

宿
か
変
わ
る
だ
け
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
今
は
年
一
凹
だ
け
と
な

り
ま
し
た
か
、
以
前
は
年
三
回
は
ど

山
の
神
講
を
や
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

※
　
こ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
『
諱
』

（
二
十
三
夜
講
、
お
ふ
く
で
ん
謫
、
観

音
講
、
庚
申
謫
な
ど
）
を
行
っ
て
い

る
地
区
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
広
報

く
に
み
で
は
『
諱
』
の
持
集
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
愉
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

創
立
十
周
年
を
祝
う

？

農
業
後

継
者
の
輪
耕
会
～

二
月
十
六
日
．
午
前
九
時
か
ら
、

町
の
商
工
会
館
で
、
農
業
後
継
者
で

っ
く
る
輪
耕
会
の
結
成
十
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

式
典
に
は
．
会
日
、
Ｏ
Ｂ
、
来
賓

合
わ
せ
て
約
五
十
名
が
出
席
．
村
上

信
夫
会
長
か
「
十
岡
年
を
迎
え
る
こ

と
か
で
き
た
の
は
、
諸
先
輩
方
の
お

か
げ
で
す
．
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
通
し
、
明
日
の
農

業
を
切
り
閧
い
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
．
来
賓
の
菊
地
政
治
町
長
、

菊
地
太
三
農
協
組
合
長
、
甲
野
藤
博

信
伊
達
農
業
改
良
普
及
所
艮
ら
か
．

『
さ
ら
に
二
十
周
年
、
三
十
周
年
と

輪
耕
会
が
発
展
さ
れ
る
よ
う
期
待
い

た
し
ま
す
』
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
．

設
立
当
時
、
指
導
に
当
た
っ
た
長

浜
洋
士
現
福
島
農
業
改
良
普
及
所
次

長
か
、
当
時
の
思
い
出
を
振
り
返
り

な
が
ら
お
睨
い
の
言
葉
を
送
・

だ
後
、

鈴
木
耕
治
朷
代
会
長
は
じ
め
。
歴
代

の
会
長
八
人
に
感
謝
状
か
贈
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
、
福
鳥
大
学
経
済
学
郎

の
守
友
裕
一
助
教
授
か
「
地
城
経
済

と
農
業
の
発
展
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

雛
段
飾
り

児
童
に
人
気

三
月
三
日
は
『
雛
ま
つ
り
』
．
小

坂
小
学
校
で
は
、
二
月
中
旬
か
ら
三

月
三
日
ま
で
、
玄
関
に
雛
人
形
を
飾

り
ま
し
た
．

昭
和
五
十
四
午
座
の
小
坂
小
学
校

卒
業
生
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
．
毎

年
飾
り
、
児
童
た
ち
の
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
。
迎
校
長
は
し
め
先
生
方

と
上
級
生
か
休
み
時
間
を
利
用
し
て

飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
雛
人
形
は
女
の
子
は
も
ち
ろ

ん
。
男
の
子
に
も
大
変
人
気
か
あ
る

そ
う
で
、
毎
朝
『
雌
ま
っ
り
』
の
オ

ル
ゴ
ー
ル
を
聞
き
な
が
ら
。
人
形
を

見
て
い
く
児
童
た
ち
か
絶
え
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

▲山の神様に今年の安産を祈る

▲歓談しながら楽しいひとときを遇ごす

410 周年を祝った式典

▲雛人形と１年生の児童

編

集

日

記

○
日
ご
と
に
春
の
訪
れ
か
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
開
花

予
想
も
、
昨
年
は
五
月
に
入

り
て
か

ら
で
し
た
か
、
今
年
は
例
年
並
み
の

四
月
中
旬
頃
と
い
う
こ
と
で
一
安
心

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

○
三
月
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
、
間

も
な
く
四
月

。
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

の
元
気
な
姿
か
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
今
年
小
学
校
に
入
学
す
る

子
供
の
数
は
、
文
部
省
の
推
計
に
よ

る
と
。
全
国
で
百
六
十
八
万
三
千
五

百
ｔ

七
人
（
国
見
町
で
は
百
六
卜
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ
で
、
四
月
六
日
か
ら
十
五

日
ま
で
は
『
春
の
全
国
交
通
安
全
運

助
』
か
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
こ
の
時

期
、
陽
気
が
よ
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
な
ど
に
十

分
注
孳
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

泌
叮
・
編
集

国
兇
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
廊
国
兄
町
大
字
嘩
Ⅲ
字
一
ｒ

田
こ
２
の
Ｉ

一
九
六
九
一

一
七
　

酋
（
○
二
円
五
）
八
瓦
－
Ｊ
二

一
一

’
代
表
｝
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